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１．はじめに 
 汚水処理設備が普及すると共に、点源（生活排水、事業場排水）からの汚濁負荷量が減少傾向にあるもの

の、面源（市街地系、農地系、自然系等）からの負荷量の削減は進んでいない。そこで、面源汚濁源の１つ

である森林域に的を絞り、東北大学植物園内を流れる小河川において、森林域からの汚濁負荷量の流出特性

を把握することを目的とし、これまで晴天時に採水を行い継続的な水質調査を行ってきた。  
本年度は、2014 年～2017 年のデータを基に東北大学植物園内の小河川（本沢）における 4 年間の水質の

変化を考察した。また近隣河川である竜の口沢、広瀬川においては 2016 年 8 月～2017 年 12 月までの期間を

調査して比較した。 
2．調査対象区域 
 調査対象区域は仙台市青葉区内にある東北大学植物園内を流れる小河川（図 1）である。この植物園の標

高は 60~145m で流域勾配は約 9.1％である。流域面積は約 21 万㎡で植生はモミ林をはじめ、コナラ林、アカ

マツ林、スギ林、芝生、ヨシ原で構成されている。図 1 に示すように植物園内の小河川(本沢)に採水地点を 5

ヶ所設けた。下流側を A 地点、上流側を E 地点とし、その間に B、C、D 地点を設けた。 
この他にも昨年度同様に竜の口沢、広瀬川（図 2）を調査対象区域として加えた。竜の口沢は仙台市域の

ほぼ中心部に位置し青葉山丘陵と並行して西から東へ流れ広瀬川に流入する流域面積 2.88km²の小河川であ

る。広瀬川は水源を奥羽山脈の関山峠付近に持ち全流路が仙台市域内で完結する流域面積 360km²の都市内河

川である。 
 

   
３．調査方法 
（1）測定項目 

測定項目は、流量、気温、水温、濁度、pH、EC、Cl-、COD、TOC、T-P、T-N、NO2-N、NO3-N、NH4-N の

全 14 種類である。流速は SF－5511 電磁流速計を用いて測定し、断面積×流速から流量を求めた。 

（2）先行降雨係数 APF(Antecedent Precipitation Factor) 

採水前日までに降った雨が、水質に与える影響を知る為に先行降雨係数を用いて検討を行った。下記の（1）

式を使用し、2014 年～2017 年までのデータについて計算した。 
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ここで Rt は、対象とする採水日の t 日前の日雨量(mm)を、t は、採水当日からの日数を表す。 

表 2 過去 4 年間の先行降雨係数（APF） 

    

キーワード：森林域、面源負荷、COD、EC、有機態窒素 

連絡先：仙台市太白区八木山香澄 35-1 東北工業大学 工学部 都市マネジメント学科 TEL：022-305-3537 

測定地点 A-B D-E 合計
距離（ｍ） 136 32 69.6 67.7 100 46.7 68.9

流速（ｃｍ/ｓ） 3.3 18.4 6.1 4.3 7.9 8.5 6.6
流下時間（ｈ） 1.14 0.05 0.32 0.44 0.35 0.15 0.29
区間距離（ｍ） 136 68.9 521

区間流下時間（ｈ） 1.14 0.29 2.7

B-C

169.3
0.8

C-D

146.7
0.50

2014年 3日まで 7日まで
5月30日 2.16 2.21
8月7日 0.16 6.71
9月18日 0.00 9.36
10月30日 0.16 0.07
12月11日 0.00 0.21

2015年 3日まで 7日まで
5月29日 0.0 0.0
7月13日 0.0 1.27
8月5日 0.0 0.0
9月30日 0.0 5.93
11月12日 5.0 7.88
12月10日 0.0 2.83

2016年 3日まで 7日まで
8月19日 36.0 36.0
9月16日 26.5 26.5
10月12日 1.0 2.8
11月7日 0.0 0.5
12月12日 1.0 1.5

2017年 3日まで 7日まで
6月6日 0.0 8.83
7月11日 0.0 0.30
9月5日 0.7 7.50
10月6日 0.0 0.0
11月7日 0.0 0.0
12月4日 0.0 0.0

図 1 東北大学植物園 本沢 図 2 竜の口沢、広瀬川 
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表 1 東北大学植物園 地点別概要 
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４．水質変化 
＜COD＞COD の平均値を比較すると、本沢上流 E 地点 1.78mg/l、本

沢下流 A 地点 4.18mg/l であり、COD は流下するに従って増加してい

ることがわかる。また、竜の口沢 2.46mg/l、広瀬川 2.06mg/l であり、

本沢下流 A 地点が高い値となった。本沢における A～E までの年度別

平均値を比較すると、2014 年 2.84mg/l、2015 年 2.72mg/l、2016 年

3.36mg/l、2017 年 2.33mg/l となり、2016 年に高い値を取ったが全体的

には減少傾向にあることが分かった。 

＜EC＞EC の平均値を比較すると、本沢上流 E 地点で 34.0mS/m、下流

A 地点で 28.2mS/m であり、COD とは逆に流下するに従って減少する

傾向にある。竜の口沢では 24.16mS/m、広瀬川では 15.94mS/m であり、

本沢の方が高い事が分かった。 

＜全窒素と窒素構成＞全窒素の平均値を比較すると、本沢下流 A 地点

では 0.643mg/l、竜の口沢 0.749mg/l、広瀬川 0.386mg/l であり、広瀬川

は濃度が低く、本沢 A 地点と竜の口沢は同程度の濃度であった。本沢

下流A地点では他の地点に比較して有機態窒素の占める割合が大きく、

逆に NO3-N の割合が小さくなっている。 

＜APF＞この値により採水日以前の降雨の影響の大きさを知ることが

できる。3 日と 7 日までの APF を算出すると（表 1）、2016 年 8/19 が

36.0、9/16 が 26.5 と突出して大きな値を示した。この値と本沢 A 地点

COD との関係を考察すると、8/19 に突出した値が出ており、9/16 は少

し下がったが大きい値であった（図 3 の植物園本沢、COD の黒丸で囲

った部分）。APF が大きい時に、本沢 A 地点の COD が高くなり、その

他の近隣河川には大きな影響は見られなかった。 

５．まとめ 

東北大学植物園の森林域を流れる小河川（本沢）と近隣河川（竜の

口沢、広瀬川）の水質を比較した結果、次の事が分かった。 

・本沢の COD、EC については、森林域を流れる小河川にもかかわら

ず、近隣河川よりも高い値を示した。 

・本沢において、COD は流下に伴って上昇するが、EC は減少した。

また、COD は経年的に減少している。 

森林域を流れる河川でも、流下に伴う変化があり、また経年変動も

見られた。そして都市域を流れる河川よりも COD、EC 等は高い値を

示した。今後は更に調査箇所を増やして森林域を流れる河川の一般的

な傾向が得られるようにすることや、水質分析精度を上げて細かい変

動を捉えることが必要である。 
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図 3 水質変化 
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